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　　　洗濯物の取り扱い

血液や体液が付いた衣類、リネン類は塩素系漂白剤(ハイターなど）に用量どおり30分以上浸

したあと、普通に洗濯します。その他の洗濯物はふつう通り洗濯しても構いません。家族の

ものと分ける必要もありません。

　　　血液や体液（精液や膣分泌液）の消毒

HIVは1,000倍に薄めると感染力を失います。HIVを含んだ血液や性液が付着したものは、

まず水で洗い流してください。それだけでも感染力はほとんどなくなりますが、不安な場合

や大量に付着している場合は石鹸で洗うか、アルコール消毒、塩素系漂白剤を使えば十分に消毒

できます。床などに付着した場合も使い捨ての布などで拭きとれば大丈夫です。

カミソリや歯ブラシ、ピアスは血液が付着している恐れがあるので個人専用としましょう。

　　　生理について

HIVに感染していても生理の状態に変化はありません。ただし、生理中の血液から感染する

可能性がありますので、ナプキンはビニールに入れてから捨てるようにしましょう。また、

生理中のセックスは控えましょう。

　　　傷の手当て

出血した時は、自分で手当てをしましょう。やむをえず人に手当てをしてもらうときは、ビ

ニール製手袋をつけてもらいましょう。血液のついたゴミ類はビニール袋に入れて捨てます。

ケガなどで病院にかかったときは、担当医にHIVに感染していることを知らせ、注意しても

らいましょう。

　　　病院にかかるときには

自分の病気のことをよく知っている医師がいる、かかりつけの病院をつくりましょう。他の

病院にかかるときには、主治医に相談し紹介してもらうとよいでしょう。治療の内容や、検

査結果などを連絡してもらうことで、スムーズに治療が継続できるからです。

特に歯科治療では出血をともなうことが多く、医師や他の方に感染させないこともですが、

口の中の重要な病変を見落とされないようにするためや、使用薬剤に注意してもらうなど、

あなたの安全も守るためにも、病状を知った医師に治療してもらうことが必要です。

　　　理容店、美容院にいく時には

これまでと変わらず、行かれて構いません。理容店では剃刀を用いてのひげそりもあります

が、感染対策はされているので安全です。ただ、万が一出血した場合などは、止血するまで

は自分で押さえるようにしましょう。
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